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。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
九
条
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

法
務
大
臣
か
ら
死
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
命
令
が
あ
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
を
死
刑
確
定
者
本
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
定
め

た
規
定
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
は
把
握
し
て
い
な
い
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
五
百
二
条
の
「
執
行
に
関
し
検
察
官
の
し
た
処
分
」
に
つ
い
て

は
、
一
般
に
、
検
察
官
が
同
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
す
る
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
処
分
を
い
い
、
死
刑
の
執
行
に
関
す
る
処

分
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一
般
的
な
取
扱
い
と
し
て
、
死
刑
確
定
者
本
人
に
対
す
る
執
行
の
告
知
は
、
当
日
、
刑
事
施
設
の
長
が
、
執
行
に
先
立
ち

行
っ
て
い
る
。

一



六
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
死
刑
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
が
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
と
き

は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
っ
て
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
者
に
つ
い
て
執
行
命

令
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
異
議
の
申
立
て
は
、
一
般
に
、
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
効
力
を
有
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
は
把
握
し
て
い
な
い
。

二


